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タニア・ホサイン
バングラデシュにおける言語・教育政策
　　　　　　の理論的枠組み
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　言語政策の批判的研究において歴史・構造分析という用語を最初に用い
たのはＴ０１１ｅｆｓｏｎ（１９９１）とＳｔｒｅｅｔ（１９９３）である。この分析は、言語政策
と言語使用に対する社会的・歴史的要因の影響に注目する（Ｔｏｌｌｅｆｓｏｎ，
２００５）。歴史・構造分析による研究は、特定の言語計画や政策を導く歴史
的構造的な圧力を分析し、これを明らかにすることを当初の目的とする。
構造的要因は　計画策定機関と策定機関の組織、そして策定者の経済的利
益に影響を及ぼすのであり、歴史的プロセスと構造的要因は不可分であ
る。歴史・構造的分析の理論によれば、国際分業における国の役割、国の
社会経済発展、政治機関の意思決定などの要因が、言語計画の策定と言語
政策に多大な影響を与える（Ｔ０１１ｅｆｓｏｎ，１９９１）。そして言語政策には、支
配的な社会政治集団の利益が反映されるかのようである。この政策研究の
目的の一つは、政策の歴史的基盤を明らかにし、この政策がいかに政治
的・経済的利益を支えているのか明確に詳説することである。こうした分
析方法は批評理論に由来する。本稿では、まず歴史構造分析を検討し、そ
の主要な原則をバングラデシュの言語政策分析に使用する。
　資料が明らかにするように、現在のバングラデシュの言語政策は支配層
の利益を満たし、人口の大半の要求を満たすものではない。バングラデ
シュにおける教育施策は、地方の教育を受けていない人口と都市部の教育
を受けた人口の間の格差や恵まれた層と恵まれない層の格差を生み出して
いる。しかしながら、この種の格差は、一国の発展を妨げる。バングラデ
シュの経済的、社会的、政治的発展のためには、適切かつ中立的、実際的
な教育ならびに識字政策が必須である。
